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19世紀初頭ジャマイカで奴隷の死亡率が30
パーミル程度まで低下したものの出生率が25
パーミル程度とさらに低水準に留まったこと
に着目し、低出生の要因として性交渉機会の
少なさ、疾病による妊娠率の低さ、避妊、カッ
プル結合の不安定さ、堕胎率の高さ、死産そ
して嬰児殺しの複合を推測した。
　その前年の1973年に発表された、19世紀
ジャマ イ カ 西 部 の モ ン プ リ エ 砂 糖 農 園
Montpelier Estateの事例研究であるヒグマン
〔1973〕３）は、奴隷の約３分の１は核家族を
構成するとし、その家族結合の安定さを強調
していた。クレイトン〔1974〕はこの議論に
対する批判をも含むもので、それら奴隷の核
家族は奴隷本来のものではなく、アフリカ社
会の多くに伝統的な多妻制Polygamyを不道
徳的なものとして排除しようとしたキリスト
教宣教師の布教の影響や農園主からの二部屋
構成の住居の付与などによるのではないかと、
疑問を呈する４）。この頃のクレイトンの奴隷
家族研究は、家族的結合の不安定さの面を強
調する傾向を示していたといえよう。
　1980年代以降クレイトンの家族研究は、新
はじめに
　本研究は、英領西インドの奴隷社会におけ
る人口再生産と人口行動ないし家族形成とを
巡る、主に1980年代以降の欧米の研究成果と
課題を整理する試みである。1970年代に欧米
で本格化した「新世界」奴隷の人口研究のシー
ンにおいて、これらは近年関心が集中してい
る諸テーマの一つである。本研究の目的は、
このテーマについて欧米の研究が取り組んで
きた問題の所在とその成果とを確認し、それ
らの整理を通して新たな問題提起を試みるこ
とにある。
Ⅰ　奴隷家族の二面性
　よく知られているように、近代初期カリブ
海諸島は奴隷の人口学的再生産の困難という
問題を抱えており、この課題への研究者の取
り組みは1970年代以降出生と死亡の両面から
精力的に進められた（伊藤〔2014〕）１）。こ
の構造的な人口問題を早くから家族形成過程
の視点から捉えようとしたのは、マイケル・
クレイトンだった。クレイトン〔1974〕２）は、
キーワード ： 西インド、プランテーション、奴隷制
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同様法的には売買・譲渡・賃貸借可能な動産
とされ、そこでは奴隷カップルの子どももま
た奴隷主の所有物となる７）。それ故プランタ
は奴隷個々を商品として個別に処分する権利
を持つが、それは奴隷の家族・血族的紐帯形
成意志と相容れない。そして彼らの人口行動
は一義的にはプランタの資産増殖に資する行
為だが、奴隷独自の社会形成はプラントクラ
シの基盤を掘り崩す危険を孕むのである。
Ⅱ　奴隷家族：カップルか血族か
　この問題を検討するに当たり、ヒグマン
〔1998〕８）は重要な示唆を与える。奴隷の家
族的結合の強弱を論じる前に、まず何をもっ
て家族と見るかが問われるという。彼は、ア
メリカ合衆国南部奴隷農園の研究を引用し、
プランタは奴隷の人口学的再生産への関心か
ら夫婦を家族と見るのに対し、奴隷自身は家
族には広く血族関係までも含むと考える傾向
があるとする。奴隷の結婚は法的に保障され
ず、彼らは売却や他農園への転出などにより
家族や血族からいつでも切り離され得たし、
女性奴隷は白人男性の性的搾取の対象だった。
そして高死亡率が常に家族を脅かした。その
中で彼らは、強固な家族的結合を造り共同体
Communitiesを構築し独自の文化を育んだと
いう。
　デイヴィス〔2006〕もまた、合衆国南部奴
隷の家族的紐帯はときに逃亡奴隷自身が主張
するほど強固ではなく、プランタにより子を
孕ませるため遠方の農園の奴隷とのカップリ
ングが組まれることもあり、また恣意的な売
却による解体も多かったとする９）。ここでも
奴隷が必ずしもカップルを家族と同一視しな
かったことが、逆説的に示唆される。ジョン
ソン〔2015〕は、18世紀末ニューオーリンズ
たな様相を呈し始める。カリブ諸島の奴隷反
乱に関するクレイトンの研究〔1982〕５）は、
彼らの抵抗運動の研究はまずは奴隷家族の在
り方そして奴隷社会の在り方についての考察
から始められるべきであるという見地から展
開された。そこでは、奴隷家族における夫な
いし父親の位置と役割について既存の説明に
吟味の余地があるとされた。まず子育てや菜
園provision ground管理などを担う妻が奴隷
家族の中心であることは疑うべくもないと認
めたうえで、確かにプランテーション史料に
夫や父の記載は見出されないが、彼らの重要
性を過小評価すべきではないと注意を促す。
その根拠としてクレイトン〔1982〕は、男性
で名を父親から受け継ぐ例がしばしば見られ
ることや家族菜園の宛行がほとんどの場合成
人男子の当主に為されたことを挙げる。さら
にクレイトン〔1997〕６）は、カリブ沿岸の奴
隷たちの間では上陸後速やかに血族関係網が
形成され、特に英領では即座に家族を形成す
る強い志向があったとする。
　このように一方でクレイトン〔1982〕・〔1997〕
で示された奴隷家族における夫・父の役割の
強調や奴隷の家族・血族関係形成志向は、他
方で上述のクレイトン〔1974〕におけるカッ
プル結合の不安定さや低妊娠率、堕胎・嬰児
殺しの蔓延など家族形成に支障を抱える像と
は俄かには一致しない。一見相矛盾するかに
見えるクレイトンの奴隷家族研究におけるこ
の二つの強調点の関係の整理は、奴隷の家族
形成にアプローチする上で不可欠の作業であ
る。
　まず基礎的要件として、西インドのプラン
テーション社会の奴隷制が「動産奴隷制」
Chattel Slaveryであることを考慮しなければ
ならない。プラントクラシの下で奴隷は家畜
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ら「アフリカン・アメリカン文化」が醸成さ
れ、奴隷エリート集団が形成されたことに注
目する14）。 
　1984年初版刊行のヒグマンの奴隷社会研究
〔1995〕15）は、19世紀前半英領西インドの「奴
隷登録簿」Slave Registersの組織的分析に基
づくもので、そこでも社会の階層化が詳説さ
れた。男性奴隷の中から様々な職人craftsmen 
/ tradesmenより構成される奴隷エリートが
形成される一方女性にはそのような「昇進」
機会がほとんど無かったとされる。農園に
よっては、他の農園などに奴隷を労働派遣
hiring out/ jobbingして賃料収入を得ていた。
都市の発達とともに多様な都市的サービスや
手工業が奴隷によって担われるようになり、
半ば自立した小商品経営さえも営む男女の奴
隷が少なからず見られたという。
　奴隷社会の分業の進展と階層化は、しかし
ながら危機に陥った末期プラントクラシの政
策によって媒介され促進されたものであると
は、キャリントン〔2002〕が強調するところ
である。北米13州の独立戦争と彼らに対する
英本国の敵対的通商政策により、西インドの
プランテーション経営の高利潤の前提の一つ
であった北米からの安価な食糧・建材などの
潤沢な供給という条件が失われた16）。対米戦
争中西インドへの食糧供給は滞り、重なった
ハリケーンや旱魃などの自然災害も相まって17）、
この時期奴隷の死亡率は飛躍的に上昇した18）。
また砂糖価格は低下し19）ラム酒の主要輸出先
だった合衆国市場を失った上、白人農園管理
者の賃金や奴隷の派遣労働の利用料の高騰、
金利・保険料・コミッション料などの上昇20）
に加え戦費調達のための税負担増21）などによ
り支出節減に迫られた農園主たちは、砂糖な
ど輸出向け産物の生産を犠牲にして、食糧な
の解放奴隷女性が起こした裁判を吟味し、彼
らの主張する家族的紐帯が生物学的血縁に必
ずしも限られなかったことを明らかにした10）。
　英領西インドについてはプランタによる奴
隷家族解体の影響はなかったとクレイトン
〔1997〕は考えるが11）、ともあれ奴隷のカッ
プルと血族的紐帯との関係の考察は、最終的
には奴隷男女間の問題に進まなければならな
い。しかしその前に、18世紀後期以降顕在化
した西インド社会経済の二つの動きについて
の研究成果ついて一瞥しておく必要がある。
それは、第一に奴隷社会のクレオール化と階
層化の動きであり、第二にプラントクラシに
よる奴隷人口再生産促進策である。
Ⅲ　奴隷社会の分業化と階層分化ならび
にプラントクラシの奴隷人口政策
　プラントクラシの強権下で奴隷社会は、18
世紀後半にダイナミックなうごきを見せる。
クレイトン〔1982〕は、西インド生まれの奴
隷世代（クレオール）が増え英語などヨーロッ
パ文化を媒介としてアフリカの様々な出身地
域文化が融合してアフロ・カリビアン意識
Afro-Caribbean identityが醸成され、白人の
少数支配体制であるプラントクラシと対峙す
る奴隷独自の社会が成長したことと、農園の
家内下人domesticsや職人・専門職tradesmen 
and specialist slavesそして「黒い医師」black 
doctorsなどの奴隷エリート集団が形成され
たことを、18世紀後期以降続発した大規模奴
隷反乱の歴史的前提として注目する12）。エ
リートたちは、農園やチャペルおける一般奴
隷に対する自らの権威を用いて、反乱を組織
し指揮したのだった13）。デイヴィス〔2006〕も、
アメリカ合衆国南部奴隷社会において強固な
血族関係を土台とする紐帯が発達しその中か
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しばしば白人支配に対する反乱の指導者を輩
出したエリート集団をも生み出した。
　クレイトン〔1982〕・〔1997〕は、バルバド
スの「ブーサの乱」Bussa’s Rebellion（1816）28）
や英領西インド最大の奴隷反乱となったジャ
マイカの「バプティスト戦争」Baptist War（ま
たは「クリスマス反乱」Christmas Rebellion: 
1831-32）29）など英領の奴隷制撤廃直前期に
発生した大規模奴隷反乱が、いずれもアフリ
カ人ではなく現地生まれのクレオール・エ
リートによって指導されたことに注目する。
　仏領サンドマングで18世紀末に発生したハ
イチ黒人革命の指導者トゥ―サン・ルーヴェ
ルチュールToussaint L’Ouvertureもまたその
一例である30）。当時ウィリアム・ウィルバー
フォースWilliam Wilberforceら奴隷制反対論
者たちは、その奴隷貿易廃止論の論拠の一つ
として、「未開・野蛮な」アフリカ人の人口比
率が奴隷社会おいて低下し西洋文明に慣れ親
しみ「文明化された」奴隷第二世代以降のク
レオールのそれが上昇すれば、サンドマング
に見る暴力的反抗も発生しなくなるとの見通
しを示したが31）、この見解は英領西インドに
ついては必ずしも正しくはなかった。
　奴隷社会のクレオール化と分業化・階層分
化とは、しかしエリートを中心とする社会の
団結のみならず、その分断の契機もまたもた
らす。それらは、エリートの地位を一部の者
が占有する傾向を生み出したからである。ロ
バーツ〔2014〕 は、「 奴 隷 オ フィサ 」‘Slave 
Ofﬁcers’と呼ばれた彼らが一般奴隷に比して
より肉体的負担が軽く短時間の労働とより良
好な栄養摂取という特権的地位を享受してい
たこと、そして一般的に女性を排除して男性
が、「新参ニグロ」‘New Negroes’を排して古
参の者が、そしてアフリカ出身者を排して現
どの農園内での調達を進めた22）。食糧自給化
策に加え副収入獲得のための農園奴隷の労働
派遣もこの文脈から広がった23）。
　奴隷価格の上昇もまたプランテーション経
営を圧迫した。リチャードソン〔2016〕は、
西部カリブ諸島の奴隷市場での価格が1673年
‐ 1807年の間に実質２倍を超えるほど上昇
したとする24）。奴隷価格の上昇は彼らの労働
の希少性を高め、その生活全般に対する待遇
改善策ameliorationが18世紀後期より展開さ
れた。奴隷労働の損耗への懸念とその人口の
自然増実現のため、プランタの間では無用に
過酷な労働への批判や農園監督による恣意的
なむち打ちの禁止、結婚奨励そして産婦への
肉体労働の免除が為された25）上、多産女性へ
の特別の報償や子供の健康状態の定期的
チェックも個別に行われた26）。ジャマイカを
嚆矢として植民地当局もまた十分な食糧と衣
料の配給や菜園の割り当てとその耕作時間の
保証、そして食事時間や休日などを規定する
法律を制定した27）。1807年の英国の大西洋奴
隷貿易廃止によりアフリカからの合法的な奴
隷供給が絶たれて以降、これらの政策はさら
に一層強化されたのは言うまでもない。
Ⅳ　奴隷エリート形成と奴隷社会の結束
と分断
　プラントクラシによる奴隷エリート層の養
成は、明らかに矛盾を抱えている。英語など
の言語コミュニケーション能力や手工業など
のスキルを奴隷に習得させ農園の熟練作業や
労務管理権限の一部を彼らに委任することは、
農園の労働生産性の向上に資し多様な労働需
要に対応し、さらにその奴隷の市場価値を上
げることをも可能にしただろうが、他方それ
は「アフロ・カリビアン」社会の中核を担い
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　しかし女性もまた「アフロ・カリビアン社
会」の紐帯構築に積極的だった。ターナー
〔2017〕34）は、プランタが実施する乳幼児死
亡率改善のための医療行為のうちに、奴隷か
ら拒否された事例が少なからずあることに注
目する。女性たちは、西洋医学の知識に基づ
いて白人医療スタッフの手で実施されるこの
策を、プランタが奴隷女性の身体と子どもの
出生までも支配しようとするものと見て拒否
し、アフリカに起源を有する呪術に基づく妊
産婦と乳児のケアを実行し、リプロダクショ
ンを自分たち自身の社会的紐帯と文化とに取
り返そうとしたという。
　この奴隷母子のリプロダクティブ・ヘルス
の仕方を巡る彼女たちの闘争に、夫・父は側
面から参加した。ターナー〔2017〕は、夫が
この闘争で「キー・プレイヤ」として重要な
役割を担ったとする。それは、母子ケアのた
めの奴隷社会のネットワーク構築の面におい
てである35）。奴隷社会で男性は「アフロ・カ
リビアン社会」の生成維持に参加し、その一
環として母子のケア体制の組織も行ったのだ
ろう。翻って彼らが西インドで復元するアフ
リカ的価値観の中で男性の下位に位置付けら
れた女性は、安楽な仕事から排除されて多く
は過酷な農業労働に携わり続け、また特権男
性の妻であれば多妻制も受け入れざるを得な
かった。一方で奴隷カップルの脆弱性と高い
乳児死亡率、他方で血族的紐帯構築への高い
意欲という奴隷家族の二面性の根底には、以
上のようにジェンダーの問題が存するとみて
よい。
結び
　西インド諸島の奴隷の家族形成を考える上
で、まずは彼らの行動もまたプラントクラシ
地生まれクレオールが、これら特権を占める
傾向があったとする。そのため、クレオール
の特定の「家門」がそれらの地位の多くを占
め特権的集団を成すこともしばしばだった32）。
　奴隷社会の血族的な紐帯は、したがってプ
ラントクラシに対峙する「アフロ・カリビア
ン」社会の骨格であると同時に、奴隷社会で
同族の者の間で特権的地位を囲い込みそれ以
外の者をそこから排除する機能も担っていた
と見てよい。しかしこの紐帯の二面性につい
ての議論は、さらに男性と女性との社会的関
係の問題に進む必要がある。
Ⅴ　リプロダクティブ・ヘルスの主導権
を巡る文化闘争
　奴隷社会の階層化過程には、特権的地位の
男性による占有つまりそれらからの女性の排
除も含まれる。奴隷社会のリプロダクション
で決定的な役割を果たす女性は、特権を享受
する自立した地位への道を多くの場合閉ざさ
れていた。奴隷社会でプラントクラシに対峙
するための社会的紐帯の構築は、同時に男性
奴隷エリートによる特権的地位の囲い込みで
もあった。ならば、女性奴隷と彼らとの関係
はどうだったのだろうか。
　バルバドスの奴隷女性研究であるベクルズ
〔1989〕は、多くの奴隷主が多妻制家族をエ
リート 男 性 奴 隷 へ の 社 会 的 報 償social  
concessionと見做し、奴隷社会で複数の妻を
持つことが男性のステイタス・シンボルとさ
れたとする33）。ならば特権的「家門」の女性
たちが夫の特権に十分浴し得たかは、慎重に
吟味されるべきである。カップルの脆弱性の
問題には、女性が男性の下位に位置付けられ
たというジェンダーの問題が重視されなけれ
ばなるまい。
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継がれたもので、この時期の社会経済状況の
中で増幅された結果と見るべきではないか。
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ンタの出生奨励策への女性奴隷の反発の議論
は、支配する男性奴隷の彼女らへの抑圧強化
の反映としても捉えられるかも知れない。
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